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港
新
聞
８
面

０
２
１
５
０
８

口

井

口

（
前
号
ま
で

昭
和
十
七
年
か

ら
輸
送
船
の
船
舶
砲
兵
と
し
て

南
方
を
転
戦
。戦
況
悪
化
の
中
、

撃
沈
船
救
助
で
は
少
数
の
見
殺

し
も
あ
り
、
悲
痛
だ
っ
た
。
昭

和
十
九
年
、
任
務
で
広
島
へ
。

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
朝
、
電

車
内
で
被
爆
。
負
傷
し
な
が
ら

も
救
助
を
続
け
た
が
、
数
日
後

に
自
ら
も
死
の
淵ふ

ち

へ
。
九
死
に

一
生
を
得
た
が
、
終
戦
後
も
寝

た
き
り
だ
っ
た

）

◆
白
血
球
減
少
は
好
転
せ
ず

戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
、
単

身
大
阪
に
出
て
大
正
区
の
日
産

化
学
に
入
社
。
以
後
五
十
五
歳

の
定
年
ま
で
、
労
働
運
動
に
も

力
を
注
ぎ
な
が
ら
働
き
続
け
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
間
、
被
爆
者

運
動
に
も
力
を
注
ぎ
、
大
阪
被

爆
者
団
体
協
議
会
理
事
、
港
区

原
爆
被
害
者
の
会
会
長
、
同
顧

問
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
に
結
婚
し
た

妻
に
は
同
六
十
年
に
先
立
た
れ

ま
し
た
が
、
現
在
は
二
人
の
息

子
、
四
人
の
孫
、
一
人
の
曾ひ

孫ま
ご

に
恵
ま
れ
、
何
と
か
人
並
み
に

暮
ら
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
原

爆
症
と
し
て
認
定
を
受
け
た
白

血
球
減
少
症
は
未
だ
に
好
転
し

て
い
ま
せ
ん
。

◆
援
護
法
の
充
実
は
急
務

私
が
会
長
を
務
め
て
い
た
港

区
原
爆
被
害
者
の
会
は
昭
和
四

十
年
に
発
足
し
、
全
国
的
な
運

動
の
中
で
平
成
七
年
、
悲
願
の

被
爆
者
援
護
法

を
成
立
さ

せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
諸

手
当
支
給
の
際
の
所
得
制
限
が

な
く
な
る
な
ど
援
護
対
策
の
中

身
は
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た

が
、

国
家
補
償

で
は
な
く

福
祉
的
な
色
合
い
が
強
い
上

に
、
病
気
や
死
亡
の
原
因
を
被

爆
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
様
々

な
条
件
が
付
く
な
ど
不
充
分
な

内
容
で
す
。
港
区
の
会
は
既
に

解
散
し
ま
し
た
が
、
被
爆
者
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
援
護
法
の

充
実
化
は
急
務
で
す
。

◆
未
だ
謝
罪
せ
ぬ
米
国

九
十
余
年
の
人
生
を
振
り
返

っ
て
思
う
の
は
、
二
度
と
戦
争

を
起
こ
し
て
は
な
ら
ん
と
い
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
と
は

い
え
一
発
で
罪
の
な
い
数
十
万

人
を
殺
傷
し
、
半
世
紀
以
上
も

後
遺
症
で
苦
し
め
た
上
、
未
だ

に
謝
罪
も
し
て
い
な
い
ア
メ
リ

カ
と
い
う
国
を
絶
対
に
許
す
こ

と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

ま
た
有
事
立
法
や
多
国
籍
軍

へ
の
参
加
、
米
軍
へ
の
給
油
、

紛
争
国
へ
の
自
衛
隊
派
遣
な
ど

も
、
後
方
支
援
だ
か
ら
安
全

と
か

問
題
な
い

と
か
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
自
身
、
船

舶
砲
兵
と
し
て
輸
送
と
い
う
後

方
支
援
の
中
で
多
く
の
戦
友
を

亡
く
し
、
ま
た
罪
の
な
い
人
々

に
砲
を
向
け
も
し
ま
し
た
。
戦

争
に
な
っ
た
ら
前
方
も
後
方
も

あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
を
知
ら
な

い
連
中
が
欲
得
で
戦
争
を
煽あ

お

っ

て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

◆
次
世
代
に
平
和
を

今
、
日
本
を
含
む
世
界
中
の

人
々
が
平
和
を
願
い
、
核
廃
絶

の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥め

い

福ふ
く

を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、

私
た
ち
戦
争
体
験
者
や
被
爆
者

が
先
頭
に
立
っ
て
平
和
と
核
廃

絶
を
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
心
底
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

残
り
少
な
い
人
生
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
自
ら
の

体
験
を
語
る
こ
と
な
ど
を
通
し

て
、
日
本
と
世
界
の
平
和
の
た

め
、
子
や
孫
や
ひ
孫
の
世
代
の

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
終
わ
り
）

●
交
通
科
学
博
物
館

コ
ウ
ハ

ク
家
の
歴
史

昭
和
レ
ト
ロ
の

暮
ら
し
と
、の
り
も
の
物
語

同
館
の
開
館
五
十
周
年
を
記

念
し
て
の
企
画
展
。
昭
和
三
十

四
十
年
代
の
交
通
（
航
空
機

・
船
舶
・
自
動
車
・
鉄
道
）
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
架
空
の
家

族
を
通
し
て

家
庭
と
乗
り
物

の
つ
な
が
り

居
間
・
駄
菓
子

屋
・
煙
草
屋
・
遊
び
な
ど
暮
ら

し
の
風
景

乗
り
物
の
運
賃
や

価
格

衣
・
食
・
遊
の
流
行

な
ど
を
振
り
返
る
。
レ
ト
ロ
な

品
物
（
湯
た
ん
ぽ
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
な
ど
）
、
懐
か

し
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
（
赤
胴
鈴

之
助
、
月
光
仮
面
な
ど
の
主
題

歌
）

な
ど
見
所
・
聴
き
所
が

一
杯

写
真
は
会
場
入
り
口

（
展
示
車
両
は
ダ
イ
ハ
ツ
ミ
ゼ

ッ
ト

）
。
関
連
展
示

昭

和
三
十

四
十
年
代
港
区
メ
モ

リ
ー

交
通
科
学
館
が
開
館
し

た
あ
の
頃

も
。
五
月
二
十

七
日
ま
で
開
催
中

十

十
七

時
入
館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
な

ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜
も

祝
日
な
ら
振
替
休
な
し
）
。
高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
３
６
回
定
期
演

奏
会

薫か
お

る
ロ
シ
ア
の
世

界

を
テ
ー
マ
に
美
し
い
ロ
シ

ア
音
楽
を
贈
る
。
指
揮
は
〇
六

年
度
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣

新
人
賞
の
飯い

い

森も
り

範の
り

親ち
か

写
真
右

（

）
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
は
一
一
年
ケ
ル
ン
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
の
木き

嶋じ
ま

真ま

優ゆ

写
真
左
（

良
知
賀
津

也
）
。
演
奏
曲
目
は

ム
ソ
ル

グ
ス
キ
ー

交
響
詩

は
げ
山

の
一
夜

﹇
原
典
版
﹈
（

聖

ヨ
ハ
ネ
祭
の
夜
の
は
げ
山

）

ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン

ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ニ
短
調

カ

リ
ン
ニ
コ
フ

交
響
曲
第
１
番

ト
短
調
。
三
月
二
十
一
日
（
水
）

十
九
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
（

福
島
）
で
。

十
八
時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ

レ
ト
ー
ク
。

五
千
円
、

四

千
円
、

三
千
円
、
学
生
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

図
書
展
示

働
く
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

本

展

二
月
二
十
九
日
ま
で

開
催
中
。
格
差
社
会
や
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
、
ニ
ー
ト
な
ど
労
働

を
と
り
ま
く
社
会
問
題
が
浮
上

す
る
中
、

働
く

を
テ
ー
マ

に
し
た
本
や

お
仕
事
小
説

を
展
示
。
リ
ス
ト
あ
り
（
三
月

か
ら
は
あ
な
た
に
こ
の
本
を

展
。
図
書
館
お
薦
め
の
新
刊
を

紹
介
）

電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス

開
始

自
宅
パ
ソ
コ
ン
か
ら
無

料
で
利
用
で
き
る
。
図
書
館
カ

ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
。

歴
史
資
料
や
資
格
取
得
、
ビ
ジ

は

。
手
に
汗
握
る
ス
リ
ル
と

サ
ス
ペ
ン
ス
、
甘
い
ロ
マ
ン
ス

が
融
合
し
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
監
督
の
傑
作

写
真
は
一
場
面
。
出
演
は
イ
ン

グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
、
ケ

イ
リ
ー
グ
ラ
ン
ト
他
。四
六
年

米
。
モ
ノ
ク
ロ
・
字
幕
。
三
月

十
七
日（
土
）十
時
と
十
四
時
。

各
回
当
日
先
着
百
名
。
一
人
一

回
六
百
円
（
前
売
五
百
円
）
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
懐
か
し
の

名
画
大
会

華
岡
青せ

い

洲し
ゅ

のう

妻

監
督
は
久く

世ぜ

光
彦
。
出
演
は

三
浦
友
和
、
倍
賞
千
恵
子
、
長

山
藍あ

い

子
他
。
三
月
九
日
（
金
）

十
四
時
か
ら
。
協
力
金
百
円

同
セ
ン
タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇
。

六
五
七
二

〇
〇

二
〇

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
港
区
支
部
協
議
会
へ
。

●
松
浦
由
美
子
の
シ
ャ
ン
ソ
ン

百
物
語

市
岡
在
住
の
シ
ャ
ン

ネ
ス
知
識
な
ど
の
本
が
あ
る

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部
汚お

名め
い

父
親
が
ナ
チ
ス
の
ス
パ
イ
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
娘
ア
リ
シ
ア

に

捜
査
官
が
近
づ
き
、

ナ
チ
ス
一
派
の
調
査
を
依
頼
。

任
務
の
た
め
父
の
友
人
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
と
偽
装
結
婚
し
、
虚
々

実
々
の
駆
け
引
き
を
繰
り
広
げ

る
う
ち
二
人
は
恋
に
落
ち
る
。

や
が
て
ナ
チ
ス
の
恐
る
べ
き
秘

密
を
突
き
止
め
る
が
、
彼
女
の

正
体
を
知
っ
た
セ
バ
ス
チ
ャ
ン

ソ
ン
歌
手
・
松
浦
由
美
子
さ
ん

写
真

主
宰
の
音
楽
喫
茶

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

の
月
例
ラ
イ

ブ
。
三
月
四
日
（
日
）
十
五
時

か
ら
藤
田
稔
の
ピ
ア
ノ
で

ガ

ッ
ト
ネ
ロ
は
天
王
寺
区
上
本
町

六

二

三
七
、
地
下
鉄
谷
町

九
丁
目
駅

出
口
、

六
七
六

七

〇
〇
一
二
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

春
一
番
！

雅が

楽が
く

コ
ン
サ
ー

ト

日
本
最
古
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ

がい

古に
し

のえ

息
吹
を
奏
で

る
。演
奏
は
天
理
大
学
雅
楽
部
。

三
月
四
日（
日
）十
四
時
か
ら
オ

ー
ク
ホ
ー
ル（
オ
ー
ク

六
階
）

で
。
当
日
一
般
千
五
百
円
（
前

売
千
二
百
円
、
小
中
学
生
七
百

円
）。定
員
先
着
二
百
人
（
小
学

生
以
上
、
要
予
約
）。申
込
法
な

ど
詳
細
は

六
五
七
七
・
一
四

三
〇
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
・
ナ
カ
イ
グ

ル
ー
プ
生
徒
展

ガ
ラ
ス
ア

ー
ト

（
磯
路
）な
ど

同
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
作
品
展
。

京
の
手
描が

き
友
禅
か
ら
考
案
の

新
芸
術
。
幻
想
的
な
色
彩
美
が

魅
力
。
二
月
十
六

二
十
六
日

の
十
一

十
七
時
（
二
十
一
日

休
、
最
終
日
十
五
時
迄
）。池
田

市
緑
の
セ
ン
タ
ー
（
阪
急
池
田

駅
バ
ス
停

か
ら
五
月
丘
小
前

下
車
す
ぐ
）
で
。
入
場
無
料
。

六
五
七
六
一
三
四
四
金
元
。

●
喫
茶

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ハ

ハ

ハ

ま
ち
か
ど
の
近
代
建

築
写
真
展

毎
年
恒
例
の
写

真
展
。
旅
情
を
誘
う
全
国
の
駅

舎
が
一
堂
に
。
三
月
三
日
午
後

四
月
七
日
午
前
。
初
日
に
は

天
満
屋
ビ
ル
喜
寿
記
念
座
談
会

ま
ち
か
ど
の
近
代
建
築
の
残

り
方

残
し
方
。竣
工
当
時
の

様
子
な
ど
を
写
真
で
辿
る

天

満
屋
ビ
ル
展

も

七
時
半

十
八
時
（
土
祝
十
一
時

）
、

水
日
休
。
海
岸
通
一

五

二

八
天
満
屋
ビ
ル
（
地
下
鉄
大
阪

港

出
口
か
ら
海
側
へ
歩
五

分
）
六
五
七
六

〇
八
八
〇
。

千代崎店�
泉尾店�

磯路店�

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴あ

な

方た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字（
原
稿
用
紙
一
枚
）千
円
が
標

準（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
港
新
聞

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
３
６
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部
汚
名

（
上
段
に
案
内
）
招
待
券
を
ペ

ア
２
組
に
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

雅
楽
コ
ン
サ
ー
ト
（
上
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

春

望

（
７
面
に
案
内
）
招
待
券

を
ペ
ア
２
組
に
。

●
絵
本

ゆ
ら
ち
ゃ
ん
の
お
は

か
ま
い
り

（
６
面
に
案
内
）

を
２
名
様
に
。

下

し
ょ
う

の

た
だ
し

）（
築
港

）

し
ょ
う

の

た
だ
し

）（
築
港

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

昭
和

年
夏
、
港
区
原
爆
被
害

者
の
会
総
会
で
会
長
と
し
て
挨

拶
す
る
私
（
当
時

歳
）

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 水曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内


